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注認証番号の欄は、導入した環境マネジメントシステムの内容について第三者の認証を受けている場合にのみ記入してください。

(宛先）京都府知事 平成２３年７月１９１１

ｲ主}ﾂﾞ「（法人にあっては、主たる事務所の所ｲﾋﾟ地）

京都府福知山市長田野町二丁目２１番地
氏名（法人にあっては、名称及び代表者の氏名）

武田へルスケア株式会社
代表取締役石塚恵三

環境マネジメン卜システムの名称 環境マニュアルJISQ14001：2004/ISO14001：２００４

適）１１範囲 武田へルスケア株式会社（福知山市長田野町二丁目２１番地及び20番地）
でのあらゆる活動、製品及びサービス

導入年月’二１ ＜鴛録l1＞平成１９年１１ノ】１６

認証番号 Ｏ７ＥＲ－６７４ 

基本方針

武田へルスケア株式会社は、武田へルスケアコンブライアンス・プログラムに則り、か

けがえのない地球環境を守るために、全ての企業活動において環境への影響を重視し、社
会的使命としてjlil1i極的かつ継続的に、環境を保全し、環境マネジメントシステムを1hJlこさ
せます。

環境に配慮した事業活動を目1三的に進めていくための1=1標（以下「I］
標」という。）

＜２０１１年度目標＞

１．省エネルギー（電気・ガス使用唾の削減）：2009年度便１１Ｍの2％WＩ減
２．省資源（コピー１１]紙使ｊＩ１昆の削減）：2009年度使)11量の2％削減
３．リサイクル使用の推進（廃棄物のﾘｻｲｸﾙ率をｱｯﾌﾟする）：ﾘｻｲｸﾙ率のｱｯﾌﾟ

を検討し、少なくとも2009年度のﾘｻｲｸﾙ率を維持する
４．リサイクル使用の推進（グリーン購入推進）：常庫品中のグリーン・エコ商品

比率51％を維持し、、l能な限りグリーン・エコ商品購入を推進する
5．廃棄物の低減：2009年度廃棄物量の2％削減

６．法規制の順守（工場排水の水質改善）：排水処理量を100,3/'三1以「で
維持する

目標を運成するための取組の内容

１．全員参加の環境活動手順善の100％順守

２．コピー用紙の裏刷り・没紙使用・両面印刷・PDFによるへ゛一パーﾚｽ化
３．不要照明、ＯＡ機器の停止・空調機の効率的運転・安定生産による稼働
時間短縮

４．分別廃棄表での順守・包装材料のリサイクル・ホ・リ袋のﾘｻｲｸﾙ化検討.
ｼｭﾚｯﾀﾞｰﾀﾞｽﾄ、新聞、雑紙のﾘｻｲｸﾙ

５．廃糖衣液の削減・秤屋袋の適正化・包装材料の削減
６．節水の啓発・切替え洗浄時の洗浄水削減など

'二１標を達成するための取組の進捗状呪

各部1』U共、全貝参h1]の活動手順書の順守に併せて、部門として不要月j役機器の停止・徹夜
作業時の不要空調機の停止・空調設備の系列単位運転の実施・試験省略の実施等の電気・
ガス使)11量削減に取組んだ。また、無駄なコピーの防止、両面印刷の推進、裏刷り紙の使
用を推進、廃棄物としては、金属・ガラス瓶・コピー)F1紙・新聞・雑誌類・ダンボールの
継続的なリサイクル処分の実施と新たに試薬瓶・包材紙管をリサイクル品に追加、廃糖衣
液の継続的なriI減等を実施した。

目標を達成するための取組の成果及び当該成果に対する評価

l全貝参加の活動手順書」を順守し、全社の環境目的（省エネルギー・省資源・リサイク
ル使用の推進・廃棄物の低減・法規制の順守）達成のため、各部門共、部１１１のl]的目標を
設定し、概ね計画通りに取組んだが、廃棄物の低減については、１１標未達となった。

事業活動に係る法令の遵守の状祝

毎年４月に関連する環境法規制の順守を定期的に評価するため、ISO事務局が「環境法規
制等登録表」に従い法規制が順守されていることを評価し、環境管理責任者に報告する。
平成２２年度の評価結果は、一部の届出に遅延があったことが判り、「不適合/是]E処置
報告響」を発行し、是正した 。

環境マネジメントシステムの評価及び児 しの内容

毎年５jjに、社長による環境マネジメントレビューを受け、環境方針、並びに｢1的及び目
標を含む環境マネジメントシステムの改善及び変更の必要性の評価を受ける。


